
P.35 訂正後 

【参考】降伏応力度上昇効果 1.2 倍を考慮した座屈限界耐力算定式の定数の算定 
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ここで，限界細長比Λにおいて非弾性域と弾性域の座屈限界耐力の値を一致させるため，諸定数

は次のようにして算定する。 
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【STK400 の場合】 
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【STKT590 の場合】 
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P.35 訂正前 

【参考】降伏応力度上昇効果 1.2 倍を考慮した座屈限界耐力算定式の定数の算定 
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ここで，限界細長比Λにおいて非弾性域と弾性域の座屈限界耐力の値を一致させるため，諸定数

は次のようにして算定する。 
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【STK400 の場合】 
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【STKT590 の場合】 
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